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カンガルーシップ活動 

理解プロジェクト 実施報告書 

  報告日 平成２９年２月２日 

  学校名 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校 

  ＰＴＡ会長名 時任 文代                   

 
    

 
  

 
      

実施概要 

実施活動名 ふとくフェスティバル 

実施日時 平成２９年１月２９日 午前９時から午後２時３０分 

実施場所 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校（体育館，なかまの家，中学部教室，職員室） 

実施目的 
学習発表や展示・販売活動を通して，交流校や近隣の学校，地域の人々など多くのふれあいの機会を設

け，お互いの友好を深めたり，関わりを広げたりする。 

実施内容 
児童生徒による学習発表（舞台発表）と，児童生徒作成による製品の展示・販売，ＰＴＡによるバザ

ー活動（附属小ＰＴＡや障害者施設等の出店も含む） 

実施方法 

 事前にポスターやチラシ，マスメディアを通して地域を含む鹿児島県下に告知する。午前中に学習発

表，午後から作業学習等で作成した製品を販売する。物品バザーや食バザーは，ＰＴＡが主体となって

実施する。バザーには本校以外に附属小ＰＴＡや障害者施設も出店する。 

参加人数  児童生徒６０人，保護者約９０人，教職員３９人，学生ボランティア１７人，地域の方々約３００人 

    

報告事項 

内容 

【発表の部】舞台発表 （9：00～11：00） 

 児童生徒会役員によるオープニング，小・中・高各学部の発表，高等部３年生による将来の夢 

 校長挨拶  

【ふれあい活動】生徒の作業製品販売，バザー（11：30～14：00） 

 中学部・高等部生徒作業製品販売（手芸，窯業，木工の各製品） 

 本校PTAによるバザー（提供品，手作り品の販売，うどん，焼きそばなどの食バザー） 

 附属小PTAによるバザー（提供品販売，ジュースの販売） 

 障害者施設による製品販売（３事業所による手作り品やクッキーなどの販売） 

【クロージング】 

 児童生徒会長，PTA会長の話 ※鹿児島大学マスコットキャラクター「さっつん」も参加 

結果 

 途中で雨に見舞われることもあったが，１月末にしては気温も高く，過ごしやすい中での活動となっ

た。事前学習の成果もあり，児童生徒は日頃の学習の成果を舞台で思い切り発表したり，製品販売でお

客さんとのやり取りをしたりすることができた。事前に新聞の地域欄や市内を走る路面電車の中づり広

告に掲載したためか，一般のお客様も多く訪れてくださった。児童生徒の発表する姿を見て「感動した。」

とおっしゃる方や作業製品を見て，そのクオリティーに驚く方もいらっしゃった。特に中学部生徒がそ

の場で注文を受け，糸のこ盤を使って，動物の形を下絵なしで切り抜いていく実演販売では人だかりも

できる程で，多くの方に障害のある子どもたちの理解を深めていただくことができた。附属小学校のPTA

が販売をしてくださったり，各附属学校園の方も訪れてくださったりすることで，鹿児島の四附属学校

園のつながりを深めることもできた。毎年楽しみにしていると言ってくださる地域の方もおり，イベン

トが地域の方にも定着してきている。 

所感 

 学校への問い合わせが増えてきたり，リピーターが増えてきたりするなど活動が広まってきているこ

とを感じる。本校への入学を検討していると思われる障害のある幼児児童生徒とその家族の姿も見られ，

学校の教育内容やPTA活動を知っていただく機会にもなっていると感じた。12月の親子ふれあい活動の

成果からか例年より附属学校園の方々の姿が多く見られた。二つの行事の相乗効果で次年度以降，もっ

ともっと四附属学校園の連携を深めていきたい。福祉施設から出店の問い合わせもあるので，学校だけ

でなく，障害のある方々について理解・啓発を深める良い機会になると思う。反省点もいくつか挙がっ

てきているので，反省を生かしながら来年度以降より良いものにして継続していきたい。 

 
 

添付書類 
収支決算書，領収書添付シート，参加感想，写真，市電中吊り広告 
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カンガルーシップ活動 

理解プロジェクト参加感想 

  提出日 平成29年2月2日 

  学校名 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校 

  学年 中・高生徒    

 
    

 
    

活

動

に

参

加

し

て

の

感

想 

・ 今日は，ふとくフェスティバルがありました。ぼくは舞台で縄跳びやボールをしました。午後からは木

工班ですのこやパズルを販売しました。たくさん売れました。（中3男子） 

 

・ 今日，班別作業の時にふとくフェスティバルの販売の振り返りをしました。セットは売れないというこ

とがわかりました。エプロンも売れないということがわかりました。お金の計算をするのをがんばりまし

た。（中2女子） 

 

・ ふとくフェスティバル本番でした。一番に教室に入って，竹取物語の準備もバッチリでした。本番もみ

んなと楽しみいい思い出ができました。木工班の製品もたくさん売れてうれしかったです。（高3男子） 

 

・ 午前中は舞台発表をしました。人形の操作，合唱する位置も忘れずに発表ができました。午後は製品販

売会をしました。タブレットで値段をよく見て会計をしました。疲れましたけど無事終わってよかったで

す。（高1男子） 

 

・ 僕はダンスを踊りました。来年も頑張りたいです。ふれあい活動では葉っぱ皿を売りました。（高1男

子） 

 

・ 私はふとくフェスティバルでかぐや姫の劇を竹取物語で発表しました。人形操作に合わせて，せりふを

読むことができました。販売会では会計係をしました。タブレットを使ってお金の計算をしたり，おつり

を間違えずにお客さんに渡すことができました。たくさんの製品が売れたのでうれしかったです。（高 2

女子） 
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カンガルーシップ活動 

理解プロジェクト参加感想 

  提出日 平成29年2月2日 

  学校名 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校 
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想 

 

・ インフルエンザや寒さの心配をしていましたが，無事に開催され良かったです。舞台発表では，子ども

たち一人一人が活躍できるように工夫されていて，感激しました。日頃の学習の様子もよく伝わってきて，

とてもよかったです。バザーにもたくさんの方がいらっしゃいましたが，PTA 総務部の方や役員の方々の

事前の準備のおかげで，慌てることなく対応できました。普段なかなか学校に来る機会の少ないお父様方

も，販売活動を手伝ってくださりよかったと思います。（小学部保護者） 

 

・ 初めてのふとくフェスティバル，ドキドキしながら参加しました。「ふとく紅白歌合戦」では堂々と発

表する我が子の姿に成長を感じ，うれしく思いました。午後の作業製品の販売では，一生懸命作ったお皿

が売れていく様子を見ながら嬉しそうな我が子の表情を見て，こちらまで笑顔になりました。我が家のお

皿もまた増えてしまいました。（中学部保護者） 

 

・ 今年は暖かかったこともあってなのか，参加者が多くなっている気がしました。途中でミニフランクフ

ルトの電気が落ちてしまい，少し慌てましたが，教頭先生や学級理事の方がすぐに対応してくださったお

かげで，あまりお客様を待たせることもなく販売ができて良かったです。高等部の販売活動は人がたくさ

んでびっくりしましたが，前からほしかったさおり織のネックストラップを買うことができて良かったで

す。（高等部保護者） 

 

・ 今年は附属学校園のPTA 会長さんをはじめ，去年より多くの方々が来ていただいたような気がします。

親子ふれあい活動の時に来ていた小学校の子どもさんも来ていました。また，昨年の反省を受けて大きな

会場案内の看板を準備してくださったおかげで，販売に来られていた小学校のPTA の方々も子どもたちの

製品販売を見に行くことができたようです。年々，附属学校園のつながりが深くなってきている気がしま

す。今後も附属間の交流と本校の子どもたちの理解を深めていただく機会として大切にしていきたいと感

じました。（PTA役員） 

 


